
三重県教員免許状更新講習連絡協議会必修講習

受講者募集期間受講人数受講料時間数
講習の
開催地

担当講師

「教職についての査察」「子どもの変化についての理解」「教育政策の動向についての理
解」
「学校内外における連携協力についての理解」の４つの事項について、教員に求められ
る最新の知識・技能の修得をめざす。
本講習では、三重県教育免許状更新講習連絡協議会と三重県教育員会が協働して、三
重県における今日的な教育課題についての理解を深めることを中心な内容として展開す
る。

講習の概要講習名

教育の最新事情
ｰ三重県の教育課
題から-

平成25年10月5日
～
平成25年10月6日

開設日

平成25年8月19日
～
平成25年8月23日

今井　伸和（三重短期大学生活科学科准教
授、三重大学非常勤講師）
長澤　貴（鈴鹿短期大学教職GLこども学専攻
助教、三重大学非常勤講師）
新田　均（皇學館大学現代日本社会学部教
授、三重大学非常勤講師）
須曽野　仁志（教育学部附属教育実践総合セ
ン
ター教授）

三重県
津市

１２時間 12,000円 ４０人



【 会 場 】 　三重大学
【 備 考 】

【 開 催 日 時 】 平成２５年１０月５日（土）　９：００～１２：２０

三重県教員免許状更新講習連絡協議会必修講習
「　教育の最新事情　－三重県の教育課題から－　」

【 開 催 日 時 】 　平成２５年１０月５日（土）・６日（日）　９：００～１６：４０
【 募 集 期 間 】 　平成２５年８月１９日（月）～８月２３日（金）
【 募 集 定 員 】 　４０名（現在、三重県内の国公私立学校および幼稚園に勤務している者に限る）
【 受 講 料 】 　１２，０００円

【 講 習 内 容 】   子どもの現状に関する資料等を用い、三重の教育の現在を理解する。それをふまえて、いま社会的に求められている教員の子ども観や教育観（教育的愛
情、倫理観等）について考究する。また、実際の事例を提示することによって、課題解決の端緒を具体的に考えていきたい。講義の目次は以下の通り。
1.　教育の現状と課題
　（１）　三重の現状と課題
　（２）　課題解決のための一般的な問題設定
　（３）　質疑応答
２．いま求められる子ども観・教育観
　（１）　時代状況に照らして必要とされる子どもとの関わり方
　（２）　事例の考察
　（３）　質疑応答

【 ｷ ｰ ﾜ ｰ ﾄ ﾞ 】 人権教育、道徳教育、自尊感情、自己肯定感、自己有用感、つながり、正義・公正・公平
【 試 験 】 筆記試験

【 ｻ ﾌ ﾞ ﾀ ｲ ﾄ ﾙ 】 いま求められる子ども観・教育観──三重の現状と課題および事例の考察──
【 担 当 講 師 】 三重短期大学生活科学科准教授　 今井　伸和
【 ｹ ﾞ ｽ ﾄ ｽ ﾋ ﾟ ｰ ｶ ｰ 】 三重県教育委員会人権教育監　小松　貞則

【 開 催 日 時 】 平成２５年１０月５日（土）　１３：２０～１６：４０
【 ｻ ﾌ ﾞ ﾀ ｲ ﾄ ﾙ 】 こどもの変化についての理解
【 担 当 講 師 】 鈴鹿短期大学教職GL こども学専攻助教　長澤　貴

【 持 参 物 】
  特になし

【 備 考 】

【 試 験 】 筆記試験

【 持 参 物 】
　特になし

【 備 考 】

【 ｹ ﾞ ｽ ﾄ ｽ ﾋ ﾟ ｰ ｶ ｰ 】 三重県教育委員会特別支援教育課特別支援教育班課長補佐兼班長　森井　博之
【 講 習 内 容 】   特別支援教育について行政及び実践的な課題について考える。また、発達についての基本的な考え方及び、最新の知見を得て、具体的な実施に生かして

いていくことについて考える。このような目的を達成にするにあたり、本講集では、グループ討議等の活動を行い、受講者間の年代、地域、校種を超えて
の討議を行いたい。

【 ｷ ｰ ﾜ ｰ ﾄ ﾞ 】 特別支援、発達障害、発達、コミュニケーション



【 ｹ ﾞ ｽ ﾄ ｽ ﾋ ﾟ ｰ ｶ ｰ 】 三重県教育委員会小中学校教育課小中学校教育班課長補佐兼班長　谷口　雅彦

【 講 習 内 容 】 　①.教育基本法改正の経緯
　②.新教育基本法の骨子および関係教育法令の主要改正点
　③.改訂学習指導要領要点と三重県の教育課題

【 ｷ ｰ ﾜ ｰ ﾄ ﾞ 】 教育基本法、学習指導要領

【 開 催 日 時 】 平成２５年１０月６日（日）　９：００～１２：２０

【 ｻ ﾌ ﾞ ﾀ ｲ ﾄ ﾙ 】 教育政策の動向についての理解

【 担 当 講 師 】 皇學館大学現代日本社会学部教授　新田　均

【 開 催 日 時 】 平成２５年１０月６日（日）　１３：２０～１６：４０

【 ｻ ﾌ ﾞ ﾀ ｲ ﾄ ﾙ 】 教育の最新事情　　　「つながり」を重視した教育活動と授業実践

【 試 験 】 筆記試験

【 持 参 物 】
　特になし

【 備 考 】

【 備 考 】

【 キ ー ワ ー ド 】 出会い、発信、コミュニケーション、連携、授業デザイン
【 試 験 】 筆記試験
【 持 参 物 】   サインペン黒１本

【 担 当 講 師 】 三重大学教育学部附属教育実践総合センター教授　須曽野　仁志

【 ｹ ﾞ ｽ ﾄ ｽ ﾋ ﾟ ｰ ｶ ｰ 】 三重県教育委員会事務局子ども安全対策監　倉田　幸則

【 講 習 内 容 】   授業や教育活動を、どのように設計・開発・実施・評価していくかは、教員・教育関係者にとって、大きな課題である。欧米では、現在、インストラク
ショナルデザイン(ID)という分野が注目されており、授業など様々な実践を進める上で、教員が体得した様々な経験を活かしたり、学校内外における連携
協力が重要となっている。本講習では、「出会い」「発信」「コミュニケーション」「連携」をキーワードに、IDの知見、地域や学校の特徴を生かした教
育実践の進め方を学んでいく。さらに、三重県での教育課題（地域や教育関係機関との連携）を取り上げ、教育の最新事情や支援について学習する。
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